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ずっとこの街で暮らしたい  その願いのために

さんはじめ20数名の仲間が、自主グループ「大田区の高齢化社会を考える会」を結成
したのが1992年。移動困難者の移送サービスを開始し、「NPO法人たすけあい大田は
せさんず」として東京都より認証（1999年）。その後、訪問介護事業（ヘルパーステ
ーション）を開始して、予防介護事業の元気かいも設立、居宅介護支援事業（ケアサ
ポート）、通所介護事業（デイホーム）と拡大していきました。改めて、坂口さんは
じめとするメンバーの長年のたゆまない努力と、活動を支えてきた活動者、利用者の
皆さんに感謝を述べたいと思います。
　ここで初心に返り会員制たすけあい活動を振り返りたい。日本人の特性として、道
路に人が倒れていても声をかけられないと素通りしてしまう、人とはかかわりをもち
たくないという一面をもっているといわれます。また、心で思っても自ら助けてと言
えない人もいます。はせさんずとは「馳せ参ずる」の意。困った人がいたら、まず馳
せ参ずるをモットーにしたネーミングです。このことを実践するために、変化に気づ
く目・大丈夫かなと気遣う心をもって日々の活動をしていきたいと思います。もちろ
ん他人だけでなく、自分自身の体と心の変化に気づき自分をケアすることが前提です。
　特に会員制たすけあい活動では、利用する人も、活動する人も、等しく会費を払い、
顔見知りの関係をつくっています。地域の中で会員同士がともに助け合い、ふれ合う
ことによって、利用者が安心でき、活動者も喜びを感じることのできるようなサービ
スを提供できます。単に家事援助や移送サービス活動を遂行するだけでなく、気持ち
を大切にした活動を常にしていきたいと思います。はせさんずは本当の家族にはなれ
ませんが、「助けて」にすぐにこたえる身近な者として、いつまでもこの街で普通に
生活できるための活動を、これからも展開していくと決意いたします。
　6月26日付で、認定NPOの申請を東京都に提出しました。認定の通知書が都知事か
ら一日も早く届くよう切望します。認定NPOになることで、寄付者には税額控除や相
続税の課税除外などの優遇措置があり、この面でも還元できればと願っています。
　新たな、はせさんずの発進を見守りください。
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「馳せ参ずる」初心に返り、いざ発進

2013年７月11日発行

特定非営利活動法人たすけあい大田はせさんず
⁶⁶⁶⁶⁶⁶⁶⁶⁶⁶⁶⁶⁶理事長⁶佐藤　悟

　『百日草』は、1994年10月29日に創刊されました。「私の住むこ
の街で普通に生きる。人の助けが必要であっても誇りをもって生き
る」という理念で、“老いを豊かに” のセミナーに参加した坂口郁子
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□百日草

■2012（平成24）年度事業報告資料（３年間の部門別活動状況）

第15回通常総会開催
議案のすべてを承認

　 第15回通常総会が、５月26日㈰10時よ  
    り、はせさんず事務所１階デイホーム
　 にて開催されました。

　社員総数26名のうち出席者18名、委任状
表決者７名、欠席者１名により総会は成立
し、下記５議案が異議なく承認されました。
　第１号議案　2012年度事業報告
　第２号議案　2012年度決算報告
　第３号議案　2013年度事業計画（案）
　第４号議案　2013年度予算（案）
　第５号議案　役員改選（案）

●2013（平成25）年度事業計画
［会員制活動事業］
　前年度の活動が好調だったため、今年度
は活動目標を月50時間増やしました。会員
制活動は移送活動が突出していますが、今
後介護保険の予防部分の変化も予測される
ことから、たすけあい活動のニーズの掘り
起こしや活動内容の見直しを検討します。
　認定NPOのスタートの年となり、100人
以上の寄付者を集める必要があります。
　元気かい活動は定着しており、継続して
元気な高齢者の介護予防を図ります。
［介護保険訪問介護事業］
　介護保険事業の中核として実績を伸ばし
続けています。不足しがちだったサービス
提供責任者の補充もかない、年間11,760
時間の目標ですすみます。サービス提供責
任者の研修、ヘルパー研修も手を抜かず、
質の高いサービスを目標に実施します。各

種連絡会に参加し、必要な情報を取り入れ、
外部連携も図ります。
［介護保険居宅介護支援事業］
　常勤２名、非常勤２名のケアマネジャー
により、年間1,400件のケアプランを受け
ます。世田谷区の認定調査も継続し、年間
100件を受けます。
　外部連絡会への参加で得る情報が介護３
事業に役立つよう、内部連携を図ります。
［介護保険通所介護事業］
　事業者の増加による競争激化もあり、利
用者が伸び悩んでいます。今年度は利用者
増のために、サービス内容の見直し、新規
プログラムの導入、リーフレットの改訂、
要介護度の高い人の受け入れのための介護
技術を高める研修などを実施します。
［障害福祉サービス事業］⁶
　知的障害者サービスを中心に年間9,360
時間を目標にします。職員の技術向上のた
め、関連の研修に参加させ、ヘルパーのサ
ービスにも反映させます。大田区自立支援
協議会への参加により、情報交換し、地域
のよりよい障害福祉に役立てます。

［その他の事業］
　市民後見　相談活動だけでは広がらない
ので、出前講座を積極的に実施し、市民後
見制度を広報します。大田区の助成金を活
用し、後見準備ノートを作成します。
　講師派遣・体験実習　行政、学校、他団
体などに講師を派遣し、たすけあい活動や
介護福祉に貢献します。また、小、中学生
や高校生の職場体験なども引き受け、次世

代の人材育成をサポートします。

●決算・予算について
　2012（平成24）年度の会員制活動、訪
問介護、居宅介護支援、通所介護等を合わせ
た法人全体の総収入額は１億4,763万円（前
年度比100.5%）、総支出額は１億4,430万
円（前年度比103.6%）。当期収支は333万
円の黒字となりました。市民後見事業費は

　目標の6,000時間に対して131.8％の実績。福祉有償
運送の需要が多く、活動時間、活動件数とも前年度より
大きく増加した。新しい車椅子対応の福祉車両を導入。

［会員制活動事業］　　　　　　　　　 ［元気かい］　　　　　　　　　  

［介護保険訪問介護事業］　　　　　　 ［介護保険居宅介護支援事業］　　

［障害福祉サービス事業］                 ［介護保険通所介護事業］   

　目標の利用者数3,780人に対し95.1%の実績。前年度
比も95.3%と減少した。介護保険制度の改定で時間区分
が変更となり、その対応に苦心した。

　健康体操、俳句や絵手紙、健康マージャン、歌の集い、
英会話、お花見や見学会、ピアノコンサートなど、年間
を通して順調な活動を行った。

　移動支援の利用者が増え、目標の9,000時間に対して
113.5%の実績となった。前年度比は95.9%だが、常勤
の訪問介護員を増やしサービスの質の向上をめざした。

　介護保険制度の改定により１件あたりのサービス時間
が短くなり、活動件数は前年度より増えたものの、活動
時間は前年度比99.0％の実績となった。

　予防の委託を含む利用者数は、目標の1,440名をやや
下回る98.8％の実績。しかし、常勤のケアマネジャーが
１名増え、前年度比123.4％と増加した。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2012（平成24）年度寄付者
青木賢一　　井野本直美　上田隆正　　臼田豊子　　生形満徳　　馬道カ子　　漆原冨紀子
漆原冨裕子　扇屋　義　　大澤恵美子　加藤哲夫　　門野定雄　　金子泰山　　金子文一
川口貞子　　小林恵子　　桟敷洋子　　篠原銑一郎　杉村幸正　　高橋拓弥　　高橋真穂
柘植輝生　　布川靖子　　野田壽子　　広瀬厚子　　藤木和彦　　星　幸子　　堀部昭子
牧野里咲　　増渕友美　　三村　勲　　宮　輝彦　　森　重光　　吉田安男　　吉田義輝
渡邉登志子　匿名１名　　(株)どんたく

以上37名（敬称略五十音順）と１団体、総額1,419,300円でした。皆様からのご芳志は、はせさんず運営
費として有効に使わせていただきました。なお、東京都より市民後見事業助成金712,351円、大田区より有
償運送補助金246,400円の交付を受けています。また、フリーマーケット売上金は438,991円でした。

前年度と同様に東京都補助金や寄付金を活
用しました。訪問介護や障害福祉サービス
事業は前年度なみの収支差益を確保しまし
たが、通所介護は介護保険制度改定の影響
もあり収支差額が150万円のマイナスとな
りました。
　2013（平成25）年度の活動目標は以下
のとおり。会員制、居宅介護支援および障
害福祉サービスが前年度よりやや増えてい
ますが、他活動は前年度とほぼ同じです。
　会員制活動：活動時間7,800時間
　訪問介護：活動時間16,800時間
　居宅介護支援：ケアプラン1,620件
　通所介護：利用者数3,696人
　障害福祉サービス：活動時間9,360時間
これに基づき、前年度より約628万円多い
１億4,468万円の予算となっています。

●役員改選について
　理事候補９名、監事候補２名が全員承認
され、理事の互選により、理事長に佐藤悟
さんが選出されました。
　設立時からの理事長・坂口郁子さんと、
2001（平成13）年度より監事を務めた三
村勲さんが退任となります。長きにわたり、
ありがとうございました。

はせさんずに、ご寄付をありがとうございました

　介護保険では効率的にサービスをする
ことも必要ですが、たすけあい活動では
利用会員との会話を重視して日々の活動
を実践していきたいと思います。会話の
なかに、活動の質を高めるヒントがたく
さんあるように思えます。（矢嶋早苗）

会員制活動
効率よりふれあい重視で

ヘルパーステーション
学校・家庭と同じ方向を見て

デイホーム
職員一丸となってサービス向上

ケアサポート
足元から見直そう！

元気かい
英語､太極拳､歌､麻雀､俳句で楽しく

各部門
今年度は
ここが重点！

2013（平成25）年度月別活動予定

４月 『はせさんずニュース』No.62発行
５月 第15回通常総会
６月 ヘルパー研修会、第１回市民後見人

養成フォローアップ講座
７月 『百日草』No.22発行、移送活動者

安全研修会、新入職員防災避難訓練、
後見準備ノート作成着手

８月 『はせさんずニュース』No.63発行、
活動者懇親会

９月 健康検診（検便）、第２回市民後見人
養成フォローアップ講座、職員研修

10月 『はせさんずニュース』No.64発行、
防災避難訓練、シンポジウム（講演
会）

11月 フリーマーケット参加、第３回市民
後見人養成フォローアップ講座

12月 年末懇親会、市民後見人基礎講座
１月 『はせさんずニュース』No.65発行、

市民後見人基礎講座
２月 移送活動者情報交換会、第４回市民

後見人養成フォローアップ講座
３月 ヘルパー研修会（９月または３月）

ン教室から始めましたが、パソコンはゆ
きわたり、2010年度から英語を楽しむ
会に切り替え、現在は太極拳･歌の集い・
健康麻雀教室・俳句・昼食会を定期的に
開催して楽しんでいます。（中谷三郎）

　2012年度の参加者は
3,311名でした。2008
年度以降は3,000名以
上になり定着してきま
した。高齢者のパソコ

行ってきました。今年度は、アセスメン
トや各利用者のサービス内容を見直して、
「これぞ、はせさんずのケアマネ！」と
言えるように、よりきめの細かい業務の
あり方をさぐっていきます！（牧野晴美）

　人員増から１年、地
域包括支援センターと
連携した住民対象の研
修会や、他職種との交
流活動など、積極的に

広報活動の強化を図っていきます。具体
的には、スタッフのチームワークの強化、
介護職員によるアクティビティの充実や、
相談員との協同によるケアマネジャーへ
の情報提供を進めます。（新留信弘）

　介護保険改正の混乱
も、ようやく収まって
きました。今年度はさ
らに利用者増をめざし、
現状サービスの向上と

校での年間目標や、保護者の将来への希
望を共有できるのがベターです。「支援
計画」を開示してくださるご家庭を増や
し、同じ方向を見ながらサービスできる
よう努力したいと思います。（桟敷洋子）

　特別支援学校では児
童・生徒の「個別の教
育支援計画」を作成し
ています。移動支援を
行うはせさんずも、学

2013（平成25）年度役員

理事　佐藤　悟　　桟敷洋子　　牧野晴美
　　　矢嶋早苗　　大澤恵美子　中谷三郎
　　　乙部裕美　　佐藤京子　　青木賢一
監事　小林恵子　　根本信彦
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